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海外の話題  

 

 
香港の商談会で、食べた、飲んだ、考えた 

 

農林中央金庫 香港駐在員事務所長 田辺 徹也 

 

9 月 8 日から 10 日まで当地で開催された商談会「アジア・フルーツ・ロジスティカ」に農林

中央金庫として出展した。当商談会は、生鮮果実・野菜に特化したプロバイヤー向けのもので、

今回農林水産省の委託事業により設置された日本パビリオン内に１ブースを確保し、セラーと

して JA 土佐あき（高知県）ならびに(有)コウヤマ（熊本県の農業生産法人）に参加いただいた。

農林中央金庫が海外で行われる食品関連商談会に参加するのは初めての試みである。 

当事務所もスタッフを総動員して、試食のお手伝いや通訳等、セラーの方々への会場でのサ

ポートに当たったのだが、なにせ初めてのこと故、多々至らぬ点があったのではと反省してい

る。ちなみに、「ロジスティカ」とはイタリア語らしく、今回本欄タイトルも、イタリア風に「食

べた」「飲んだ」としてみたのであるが、サポートそっちのけで飲み食いしていた訳ではなく、

食べたのは、(有)コウヤマの「さつまいも」、飲んだのは、JA 土佐あきの「柚子果汁」である。

いずれもおいしくいただきました。 

当商談会の特徴は、出展者が日本勢だけでなく、アジア、オセアニアはもとより、米国、欧

州各国、果てはアフリカ、南米と全部で 30 カ国に及ぶことであり、香港、中国を含むアジア市

場に世界中が熱い視線を向けていることが分かる。そうした中、たまたまブースが近かったチ

リのセニョリータが私に注ぐ視線が、特に熱く感じられたのは気のせいか。 

もちろん出展の中心となるのは中国を始めとするアジア勢だが、とりわけ韓国や台湾につい

ては、産品の品質向上が著しいと言われており、取扱品目、ディスプレイの方法などでも大い

に日本と競合していた。特に韓国については、夏に開催された香港最大の食品関連イベント

「フード・エキスポ」でも出展者数が日本を抜いて２位となるなど（１位は中国本土）、当地へ

の食品供給者としてのプレゼンスを着々と高めている。 

香港において日本産品は依然強いブランド力を有するものの、ここまで競合が激しくなると、

価格差について以前にも増した具体的・客観的説明をしていかない限り、品質が若干落ちても

価格の安い他国産のもので済ませようとする人々が増えてくる。事実、妻から我が家の食品バ

イヤーを命じられている私自身も、個人的には出来る限り日本産のものを購入したいと思って

いるのだが、どうしても価格差に納得がいかないことがたびたびある。「日本人なおもて逡巡す、

いわんや香港人をや」だ。 

従ってこれからの商談会では、こうした説明力・プレゼン力が益々重要となるが、今回、日

本パビリオンおよび我々のブースについては、上述の通り自ら試食して付加価値を実感してい

たせいか、幸いにもバイヤーには十分出展品の価値を理解してもらったようで、贔屓目ではな

く、会場全体の中でもとりわけ盛況であった。我々事務所としても、次回以降の商談会に向け、

セラーの方々の思いや商品の実力をより適切に伝えるお手伝いが出来るよう、ノウハウを積み

重ねていきたいと思っている。 
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